
学校、塾、家庭。いつも自分がいる場所を離れて、
ふだん出会わない高校生やオトナと過ごしてみる。
ことば、アート、音楽、文化、社会問題について、
その道のプロのナビゲートのもと、学校の授業と
はちょっと違うアプローチで取り組む。ひとりで
じっくり考えたり、ほかの人たちと話し合ってみ
て、生まれてきたものを、ことばやモノやカラダ
で表現する。ほかの人に聞いてもらい、見てもらっ
て、感じたことをことばにする。

学校のソトでうでだめし
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詩を味わう

服をつくる 朗読する

2017年度は、舞台衣装家や探究学習のサポートをしている高校の先生とチームを組み、「ことばの世界を服で表現してみたら？」を実施。4日間かけて、自分が選んだ詩を舞台衣装家の視点などさまざまな角度から味わって、その世界に立つ自分に着せたい服を考えました。白いTシャツ5枚を使い、完成させた服を着て詩を朗読しました。

ことばの世界を
服で表現してみたら？

切る

染める

縫う・くっつける

　　2017年度事業データ

学校のソトでうでだめし「ことばの世界を服で表現してみたら？」（ことふくワークショップ）
期間： 9/9（土）、9/10（日）、9/30（土）、10/1（日）、主催：TJF、講師・ファシリテーター：川口知美（舞台衣装家）、
企画協力：宗愛子（中高校司書教諭）、参加者：高校生5名、大人5名
※参加者は次の5篇の詩のなかから選んだ。高村光太郎「道程」、中原中也「汚れつちまつた悲しみに……」、丸山薫
「未来へ」、田村隆一「帰途」、茨木のり子「自分の感受性くらい」（『教科書で出会った名詩一〇〇』新潮文庫 所収）

1

2
3

いちば
ん揺さ

ぶられ
る一文

は？

いちば
ん揺さ

ぶられ
る一文

は

どんな場
所や空間

が浮かん
だ？

どんな感情が流れてる？

どんな場
所や空間

が浮かん
だ

空の状態や、気
温、湿度はどん

な感じ？

時間の流れは速い？ 遅い？

詩の世界にあなたがいるとしたら、
　 どこにいる誰？

　 どんな服を着せる？

舞台衣装家 川口知美さん
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高校生のコメント 参加したオトナのコメント

ことばからイメージ
をおこして服にして
いくのは難しかった。
でも、自分の考えを
文字以外で表現する
のはおもしろかった。

高校の国語の先生が
何時間もうっとりと
詩の解釈をしていた
けど、あの時間の8
割でこの授業をして
くれたらよかった。

一人ひとりのこれ
までの人生の一部
が表現されていて
おもしろかった。

たくさんの感性
にふれることが
できておもしろ
かった。

発表では、みんなの考
えとか思いとか個性と
かをたくさん受けとっ
た。それは重労働だっ
たけど、自分の新たな
知識にもなった。

あるテーマについて、ひとりでじっくり考え、みんなで話し合
い、ことばやモノ、カラダをつかって作品をつくったり、発表し
たりする。高校生たちは、その過程で、同じものを見ていても、
ほかの人の見方は違ったりすること、自分の感じ方や考え方もひ
とつではなく、注意深く見ていくと意外と複雑だったり、外から
の影響をうけて変わっていったりすることを体感します。
ふだんと違う刺激に揺さぶられる経験をして、ものの見方や感
じ方、表現への感度を高める。それが、自分自身も含めた社会の
多様さを実感をもって受けとめていくことにつながります。

（担当：室中直美）

学校のソトでうでだめし

KOTOFUKU

詳細はメルマガ「わやわや」
でお知らせします。ぜひご
登録ください。

このプログラムの写真：mick park


